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論文内容の要旨
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本論文は，兵庫県南部地震によって被災したような橋脚柱を対象として，それらの耐震性能を検討する
ための実験手法を考案し.これらを用い.鋼製，および合成橋脚柱の耐震性能.ならびに.その向上策に
ついて実験的な検討を行った研究成果をとりまとめたものである。
まず，本論文の第 1章では，橋脚柱の耐震性に関する研究状況，および設計法の現状を総括し本研究
の闘的を明確にした。
つぎに，第2章では，はじめに特定の地震に対する橋脚住の挙動をとらえる手法.すなわち実験と解析
とをオンラインで結んで行うハイブリッド実験による地震応答シミュレーション手法の原理，およびハイ
ブリッド実験システムの精度について示した。つづいて，任意の地震に対する構造物の本動を総括的に把
握することのできる実験手法として，漸増繰返し変位載荷実験手法を，提案した。一方，縮尺模型を用い
た実験結果から，対象とする実橋脚柱の動的挙動を評価する時に不可欠な実験供試体と実橋脚柱との相似
則を，見出した。
そして，第3章では，現行の道路橋示方書による耐震設計法において重大な影響を与えると考えられて
いるパラメーター，すなわち①構成仮パネルの幅厚比パラメーター，②充填コンクリートの有無，③橋脚
柱の防1有振動燭期.④縦補鋼材の問1比.⑤柱某部の鋼材の割れに対する補強の有無，および⑤紬方向圧縮
カの大きさが橋脚れの耐震性に及ぼす影響について，実験的に検討した3
また.第4章では，合成橋脚杵を含む各種銅製橋脚牲の耐震性向卜策として，主に柱の変形性能を上昇
させる方法について提示した。すなわち，①断面コーナ一部に円弧を付けたモデル，②充頃コンクリート
を鉄筋で補強したモデル，③スタッドを設けて充塩コンクリートと外側の鋼板とを完全に一体化したモデ
ル，⑨部分合成住としたモデル，(互:低強度コンクリートを充填したモデル，および⑥断面を二重構造にし
たモデルを用い，これらの各項目が橋脚柱の耐震性に及ぼす影響について実験的な知見を得た。
さらに.第5草では，現行の道路橋木方書による耐震設計法を踏まえ.橋脚牲の耐震性を評価するため
の下記因子と耐震性とについてf 3章，および4章で実施した実験結果にもとづき，①橋脚柱の塑性率.
②それに対応した等価弾性水平耐荷力，③橋脚れの地震時長大応答変位，および地震後践摺変位，ならび
に④耐度性の高い橋脚i柱の構造詳細を提示したじ
最後に，第6章では，本研究において得られた主な結論をとりまとめた。
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論文審査の結果の要旨
大阪ベイエリアなどの軟弱地盤上では，これまで橋祭を支える橋脚性として.軽量は鋼製のものが多く
使われてきたc ところが，兵庫県南部地震を契機として，橋脚柱には，強度のほかダクティリティー(変
形性能)を持たせたいために，鋼住の中にコンクリートを充損した合成橋脚柱が注目を浴びるようになっ
てきた。本論文は.この種の鋼製・合成橋脚位の耐震性について調べるために，主として実験的な立場よ
り研究を行ったものであるο
まず，銅製・合成橋脚柱の強度や変形性能に関する地震時の挙動を把える実験的手法として，従来の手
法を踏襲するのではなく，解析的手法と実験的手法とをオンラインで結んだハイブリッド実験手法を開発
し，実際の地麗挙動の解明に，それが角ー効な手法であることを明らかにしている。 ζれに加えて，強度や
ダクティリティーに関するより定量的な杷握が可能な漸増繰返し変位載荷実験手法も.提案している。
つぎに，上記の実験手法を用いて.これまで定量的に正確に把握できていなかった制製・合成橋脚柱の
耐震性に及ぼすパラメーター，すなわち座屈に関勺ーするパラメーター，軸方向力の大きさ，橋脚柱の固有
振動周期，柱基部の鋼材の割れに対する補強の有無，充損コンクリートの有無などに着同した一連の実験
を行・い.以降，建設されようとする鋼製・合成橋脚柱の耐麗設計を行う場合に重要と考えられるパラメー
タについての有用な情報を.提供しているの
さらに.今後.銅製・合成橋脚住に l分な耐震性を持たせるために，工夫を施した供試体，すなわち断
面コーナ一部に円弧を設けたモデル，十て積鋼管モデル，充頃コンクリー卜と鋼管との合成方法を変えたモ
デルなどについても実験を行って，それらの長短について検討し貴重な知見を得ている。
最後に.以上の実験的研究を総括し銅製・合成橋脚杵の塑性率(変形性能指標).写価水干耐拘力.
最大応答変位，および残樹変付.の推定法，ならびに望ましい構造詳細についての提案を行っている。
以上のように.本論文では.鋼製・合成橋脚柱の耐震性を実験的研究によって明らかにし今後.耐震
設計を行う場合の有用な提案を行っている。これらの成果は，橋梁工学をはじめとし構造工学の発展に
寄与するところが大きいと考えられる。したがって，本論文の著者は，博上(工学)の学位を受ける資格
を有するものと認めるの
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